
2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

D
ID
（D
D
D
s/
1,
00
0 
in
ha
bi
ta
nt
s/
da
y）

0.78500.81060.8205

0.6693
0.5546

0.0036

0.0045

0.0055 0.0059 0.0057

0.0637

0.0785

0.0985 0.1069 0.1248

0.0465

0.0548

0.0667 0.0668
0.0657

0.1704

0.2001

0.2342 0.2304
0.2299

抗菌薬使用量変化2013-2017
抗菌薬種類別

レセプト情報・特定健診等情報データベース（NDB）は電子化されたレセプト情報のみ集計されている。歯科レセプトは電子化率が2013年以降急速に上昇しており（2013年 約50％ 、2014年 約70％
、2015年 約96%）、2013年から2015年までの抗菌薬使用量の増加はこの電子化率上昇の影響を受けている可能性がある。
参考：https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000099002.pdf

ATC
Other

J01C（ペニシリン系）

J01M（キノロン系）

J01F（マクロライド系、リンコサミド、ストレプトグラミン）

J01D（ペニシリン以外のβラクタム）

電子化率

約50％

約70％

約96％
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抗菌薬使用量変化2013-2017
投与経路別

レセプト情報・特定健診等情報データベース（NDB）は電子化されたレセプト情報のみ集計されている。歯科レセプトは電子化率が2013年以降急速に上昇しており（2013年 約50％ 、2014年 約70％
、2015年 約96%）、2013年から2015年までの抗菌薬使用量の増加はこの電子化率上昇の影響を受けている可能性がある。
参考：https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000099002.pdf

投与経路

Oral

Parenteral

電子化率

約50％

約70％

約96％
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